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1面 

 安倍「積極的平和主義」がもたらすもの 

仏紙襲撃事件と日本人人質事件をめぐって                逢坂秀人 

 

2面 

 １・15沖縄県議団 東京報告集会に参加して 

辺野古に基地はつくらせない！ 

問われているのは実効性ある闘いの構築                米丸かさね 

          

 アメリカの凶悪な本性を自己暴露 

『ザ・インタビュー』は国務省が直接関与した国策映画   李東埼（ジャーナリスト） 

 

３面 

 通常国会開会日に国会前行動 

三団体が共同で改憲阻止訴える！                     編集部 

 

 朝鮮半島と集団的自衛権❷ 

  対朝鮮で米日の利害は一致 

アメリカは朝鮮を包囲し抹殺するためにありとあらゆることをしてきた 

白 宗 元（歴史学博士） 

 

4面 

 労働者通信 郵政 

赤字の原因は人件費なのか？ 

日本郵政の中間決算から見えてくるもの                 土田宏樹 

 

 

 安倍首相の伊勢神宮参拝に対する抗議声明 

日本国憲法第 20条・99条への重大な侵害 

西川重則（政教分離の侵害を監視する全国会議（「政教分離の会」）事務局長） 

 

 催物案内 

 

５面 

 戦後七〇年に思う（続き） 

  戦後的結合                          武井美子（編集者） 

 

  主体形成こそ                    鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授） 

 

 連載『昭和天皇実録』の虚像第２回 

今回も無視した開戦時の戦犯行為           髙嶋伸欣（琉球大学名誉教授） 

 



 

６面 

 ヨルゴス‐マリノス） （ギリシャ共産党政治局員へのインタビュー 

ギリシャの総選挙をめぐる状況について 

ＥＵ・ＮＡＴＯとあらゆる帝国主義連合に反対する 

 

 前照灯 日常のなかの戦争 

 

７面 

 二〇一五年、奴隷の言葉で書く新年辞（抄訳） 

われわれのやり方で、われわれの道を！ 

蔡萬洙（韓国・労働社会科学研究所所長） 

 

８面 

ＨＯＷＳ文学ゼミ「武井昭夫の批評運動」第五回を前に 

人民が創造すべき「娯楽性」とは                    田中芳秀 

 

頂門一針 妖怪のせいではないもの 

 

連載――北海道への旅 ２ 

霧のなかの墓地へ                           立野正裕 

 

編集部発 


